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	応用
	抗原情報
	背景
	ATP2C1はPMR1としても知られ、P型陽イオン輸送ATPaseファミリーに属します。このマグネシウム依存性酵素は、ATPの加水分解とカルシウム輸送を触媒します。ヒトホモログであるATP2C1（ラットではSPLAとも呼ばれます）もゴルジ体におけるカルシウム輸送を制御し、筋形質（小胞体）カルシウムATPase（SERCA）や細胞膜カルシウムATPase（PCMA）といった他のP型ATPaseファミリーメンバーと関連しています。ATP2C1は膜貫通タンパク質であり、20アミノ酸が異なる2つのスプライスバリアントとして存在します。ATP2C1の欠陥は、皮膚の水疱とびらんを特徴とする常染色体優性遺伝疾患であるヘイリー・ヘイリー病を引き起こします。これらの発見は、PMR1 が細胞内カルシウムシグナル伝達を制御することで表皮の完全性を維持する上で重要な役割を果たしていることを示すさらなる証拠となります。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	A431（1）、Hela（2）、HEK293（3）細胞溶解物に対するATP2C1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	ATP2C1 マウス mAb と DAB 染色を使用した、パラフィン包埋ヒト卵巣癌 (左) および乳癌 (右) 組織の免疫組織化学分析。

